
か つ て の 大 噴 火 の 凄 ま じ さ を 物 語 る 、 唯 一 無 二 の 景 観 が 広 が る 阿 蘇 市 。 火 口 跡

に は 、 新 た な 草 花 が 芽 を 吹 き 大 草 原 と な っ た 草 千 里 ヶ 浜 を は じ め 、 火 山 灰 に 覆

わ れ た ま ま の 砂 千 里 ヶ 浜 な ど 、 さ ま ざ ま な 造 形 美 が 広 が っ て い ま す 。 そ し て 、 今 な

お 火 山 活 動 が 続 く 中 岳 火 口 。 大 自 然 の 鼓 動 を あ な た も ぜ ひ 感 じ て く だ さ い 。

仙  酔  峡 ＞ ＞ ＞

中 岳 の 北 麓 に 位 置 す る 溶 岩 流 が 造 り 出 し た 峡 谷 。 ５ 月 に は

約 ５ 万  本 の ミ ヤ マ キ リ シ マ が 咲 き 乱 れ 、 一  面 ピ ン ク の 花 で 埋

め 尽 く す 。 阿 蘇 谷 や 北 外 輪 山 も 一 望 で き 、 登 山 者 も 多 い 。

J R 宮 地 駅 か ら 約 1 5 分 　 　 阿 蘇 市 一 の 宮 町 宮 地

砂  千  里 ヶ 浜 ＞ ＞ ＞

阿 蘇 中 岳 火 口 の 南 東 部 に 位 置 し 、 荒 々 し い 岩 肌 と 火 山 灰

で 覆 わ れ た 無 機 質 な 黒 い 砂 地 が 広 が る 火 口 跡 。 火 山 の パ

ワ ー を 堪 能 し な が ら 遊 歩 道 を 使 っ て ゆ っ く り と 散 策 で き る 。

J R 阿 蘇 駅 か ら 約 3 0 分 　 　 阿 蘇 市 黒 川

J R 阿 蘇 駅 か ら 約 2 0 分 　 　 阿 蘇 市 草 千 里 ヶ 浜

米  塚 ＞ ＞ ＞

高 さ 約 8 0 m の 可 愛 ら し い 形 を し た 小 山 は 約 3, 0 0 0 年 前 の 噴 火 で 形 成 さ れ た 火 山 。 春 か ら 夏 に

か け て 緑 一 色 に な る 姿 は 美 し く 、 自 然 が 生 ん だ 造 形 美 を 眺 め る こ と が で き る 。（ 国 の 名 勝 及 び

天 然 記 念 物 ）

阿  蘇  ユ ネ ス コ ジ オ パ  ー ク ＞ ＞ ＞

阿 蘇 は 中 央 に 活 火 山 が そ び え る カ ル デ

ラ の 中 に 約 5 万 人 が 生 活 を 営 む 、 ま さ に

「 自 然 と 人 間 の 共 存 」 が 体 感 で き る 世 界

的 に 貴 重 な 地 と し て 、2 0 1 4 年 9 月 、 世 界 ジ

オ パ ー ク ネ ッ ト ワ ー ク に 加 盟 認 定 さ れ ま

し た 。

中 岳 火 口 （ 阿 蘇 山 上 ） ＞ ＞ ＞

今 も 火 山 活 動 を 続 け る 中 岳 。 周 囲 4 k m の 巨 大 な 噴

火 口 で 激 し く 噴 煙 を 上 げ る 様 子 や 火 口 湖 を 間 近 で

見  学  で き る 。（ 火 山 活 動 が 活 発 な 時 は 、 火 口 に 近 づ け な い こ と も あ り ま す ）

J R 阿 蘇 駅 か ら 約 1 5 分 　 　 阿 蘇 市 乙 姫 ・ 永 草

J R 阿 蘇 駅 か ら 約 3 0 分 　 　 阿 蘇 市 黒 川

阿  蘇 ユ ネ ス コ
ジ オ パ ー ク

中 岳 火 口 の 規 制 情 報 は 　
こ ち ら を チ ェ ッ ク ▶

阿 蘇 火 山 博 物 館 ＞ ＞ ＞

阿 蘇 火 山 、 カ ル デ ラ の 成 り 立 ち を 学 べ る 博 物 館 ！

0 9 6 7 - 3 4 - 2 1 1 1 （ 阿 蘇 火 山 博 物 館 ）

阿 蘇 市 赤 水 1 9 3 0 - 1

草  千  里 ヶ 浜 ＞ ＞ ＞

烏 帽 子 岳 を 背 景 に 、 火 口 跡 で あ っ た 地 に 広

が る 大 草 原 と 池 の 周 り に 放 牧 さ れ た 馬 が

悠 々 と 歩 く 姿 な ど 、 牧 歌 的 な 風 景 に 出 会 え

る 名 所 。 乗 馬 体 験 も 楽 し め る ！（ 国 の 名 勝

及 び 天 然 記 念 物 ）
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